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断面図

ウッドチップ

07

立面図08建物をつなぐように地面にウッドチップを計画。
ウッドチップはトイレの嫌な匂いを消す消臭の役割を持ち、代わりに木の香り
を感じさせ、清潔感のある空間へと変える。また、こどもたちは柔らかい踏み
心地の地面を走り回り、この場所を遊びの空間へと変える。定期的に補充する
だけで管理できるのでライフサイクルコストへの対応も可能となる。

1０ 2m1０ 2m

年に数回ワークショップを開き、ポムポムの施設内にあるクラフ
トファクトリーでウッドパネルを作成し壁に貼り付ける。木の年
輪のように思いが詰まったみんなでつくる壁。

現状01

計画02

こどもにとってトイレは遊びを妨げるものであり，また特に小さい子にとっては「ご飯をたべること」「着替えをするこ
と」と違って，「排泄すること」は普段の生活で目にすることが少なく，怖く感じることもある。
そこで，単に用を足す目的だけのトイレではなく，ここのトイレだったら楽しくトイレできる，トイレに行くこと自体
に好奇心や探求心が湧く，そしてこどもの姿を見た大人にとっても新たな発見や会話の生まれる，そんなトイレを実現
する必要があるのではないか。

トイレエリアを 1つの遊びの場として捉え，こども達がまるで遊具で遊ぶ
ような感覚でトイレに行くことのできるトイレを提案する。排泄すること
が楽しくワクワクにつながるよう「まねっこトイレ」「もしもしトイレ」「お
しっこトイレ」「みんなのトイレ」の 4つのエリアをつくり，こどもの成
長段階に合わせた遊び，学べるトイレを計画した。
また，巨大な木をイメージした遊具や，まわりの木々のようにトイレも木
をモチーフに計画し，小さなボリュームに分散し，ゆるやかな円を描くよ
う配置することで，森の遊び場のようなトイレエリアを計画した。こども
のワクワクはもちろん，大人にとっても新しさ，発見があり，ここならで
はの体験となる。

構造03

煙突効果により空気の流れを生み、自然喚起する。

テフロン膜

ガラリ

ガラス繊維に樹脂をコーティングした膜素材。自然光を取り入れる
のと同時に木構造を可視化させ木のぬくもりを感じる。

集成材（100×50）

みんなでつくる壁

100mm

100m
m

10 ㎝の正方形のウッドパネル


